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コショウのFusarium菌 による立枯 れの発生生態

(3)土壌 の種類 および菌量 と発病
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                              Abstract 

 A greenhouse experiment was conducted to evaluate the infection rate of black-pepper 

seedlings when grown in five soil types infected with Fusarium at a rate of 5•~104 spores g-1 soil 

when planted in "Mata" and "Barro" soil the infection rates were 22% and 28%, respectively. 

However, in Tome-Acu, Varzea, or Santa-Izabel the infection rates were much higher at 92%, 

78% and 50%, respectively.

コ シ ョウの 立枯 れ性病 害 は,1961年 に その発 生が確

認 され(Albuquerque, 1961)病 原Fusarium菌 の完全

時代 とそ の病原 性 も確 認(Alburquerque, 1976;浜 田

ら,1988;津 田,1989)さ れた。他 方,本 病 の発 生 生

態 は,浜 田 ら(1988),福 富 ら(1989),米 山 ・Stein

(1993)に よ り明 らか に された が,森 林 土 壌 で接 種菌

量 が105/土 壌1gで 激 し く発病す る(米 山 ・Stein,1993)

こ と以 外,本 病 の発 病 しやす い土壌 の種 類 と菌量 な ど

につ いて は,研 究 され てい なか った。

そ こで,こ こで はブ ラジル ・アマゾ ン地域 の土 壌 の

種 類 と コ シ ョ ウ立 枯 れ の発 生 との関 係,さ ら に この

地 域 にお け る コシ ョウの大 産地 で あ るTome-Acuと

Santa-Izabelの 土壌 にお け る土壌 中の菌 量 と発病 との

関係 を明 らか に して,防 除法確 立 のた めの基礎 資 料 を

得 よう と した。

材 料 お よび方法

供 試土壌 は,ア マ ゾ ン森林 の表層 土壌(Mata:粘 土

質 を含 まない),ア マゾ ン川 の増水期 に水没 す る土 地の

土壌(Varzea),下 層 土壌(Barro)お よび コ シ ョウ産

地 のTome-Acu土 壌(森 林土壌 であ るがや や粘土 質 を

含 む)とSanta-Izabel(森 林 土壌 で あ ってや や砂 質土

を含 む)を 用 い,そ れ らを2mm目 の フル イでふ る った。

病原 菌 、Fusarium solani f. sp. piperisをPDA培 地 で寒 天

を含 まない液体 培 地 で10日 間振 と う培養 し,ガ ーゼ で

濾過 して 胞 子 浮遊 液 を得 て,分 生 胞 子 が 土壌1g中 に

5×104に なる よ うに接種 した。 コシ ョウ品種Guajarina

の実生 苗(播 種 後 約5か 月)を 径15cmの ポ ッ トに6株

あて植 え付 けて温 室 内で管 理 し,定 期 的 に発 病 を調査

して60日 後 に最 終 発 病 を記 録 した。 コ シ ョウ産地 の

Tome-Acu土 壌,Santa-Izabel土 壌 には,10日 間PD

液体培 地 で培養 した病原 菌 を,ガ ーゼ で濾過 して得 た

胞 子浮 遊液 の一 定量 を接種 して,土 壌1g当 た り.分 生

胞 子 が5.0×103,5.0×104お よび2.8×105に な る よ うに

調 節 した。 コシ ョウ品種Guajarinaの 実 生苗(播 種 後

約5か 月)を 径15cmの ポ ッ トに6株 あ て植 え付 けて温

室 内 で管理 し,定 期 的 に発病 を調 査 して,2か 月後 に

最 終 的 に発 病 を記録 す る と と もに,土 壌 を採取 して希

釈 平板 法 に よって土 壌 中の菌 量 を計 数 した。

結果 お よび考 察

Tome-Acu土 壌 が最 も発病 しやす く,し か もそ れ ら

の病 状 も激 し くて,60日 後 には約90%が 発 病枯死 した。

Varzea土 壌 が それ に次 いで発 病 しや す く,約80%が 発

病 し,Santa-Izabel土 壌 で は50%が 発 病 した に過 ぎな

か っ た(Table 1)。 この よ うに アマ ゾ ン地域 の中で も

コシ ョウの大 産 地で あ って,し か も本 病が 多発 生 して

い るTome-Acu土 壌 や,ア マ ゾ ン川 の増 水 に よって水
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Table 1 The relationship between percentage of seedlings infected and soil types

a) Soils were inoculated with spore suspensions of 5•~104 c fu/soil lg. 

b) Figures followed by same letter are not significantly different other wise P<0.05 

  (Duncan's multiple range test.)

Table 2 The relationship between spore density and disease occurrence in 2 types

a) Soils were inoculated with spore suspensions. 

b) Figures followed by same letter are not significantly different otherwise P<0.05 (Duncan's multiple 
  range test.)

没 す るVarzea土 壌 で 発 病 しや す い(米 山 ・Stein,

1993)傾 向が見 られた の に反 して,Tome-Acu土 壌 と

は異 なるアマ ゾ ンの森 林 の表層 土壌(Mata)や 下層土

壌 で の発 病 が軽微 で あ った こ とは,今 後 の コ シ ョウ栽

培 にあた って考慮 すべ きこ とで あ ろ う。

この ように,コ シ ョウ産地 で本 病 が多発 生 してい る

Tome-Acu土 壌 で は,90%も 発病 して,最 も発 病 しや

す い土 壌 で あ る と判 断 され た。 これ に対 してSanta-

Izabel土 壌 で は,Tome-Acu土 壌 に比 して発病 が軽 い

傾 向で,5.0×103の 接種 菌 量 で2/3が 発 病 して,わ ず か

に多 発 生 す る傾 向 で あ っ たが,菌 量5.0×104お よび

2.8×105の 接 種で は,発 病 がそ れぞれ50%で あ って,大

きな差が み られず,Tome-Acu土 壌 に比 して発 病 は軽

い傾 向で あ った(Table 2)と 判 断 され た。103/土 壌1g

の接 種で は,最 終調 査後 には土 壌 中の菌 量 が約40倍 に

増大 したが,104～105/土 壌1gの 接 種 で は,最 終 調査後

で も接 種 菌 量 とほ ぼ 同等 の 菌 量 が 保 た れ た 。 こ こで も,

菌 量 は ほ ぼ 同等 で あ っ て もTome-Acuで は激 し く発

病 して お り,Santa-Izabel土 壌 に比 して 発 病 しや す い

傾 向 で あ っ た(Table 2)。
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